
（資料－１）
（ 文 書 番 号 ）
平成  年  月  日
一般社団法人 地域環境資源センター
理事長　　田　中　忠  次　あて
所   在   地
名        称
代表者職氏名                印
○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設の
　　　維持管理診断業務（運転診断）の契約締結について（誘引）
　　　　　　　　　　　（改築診断）
このことについて、委託契約書（案）及び仕様書（案）に基づき、下記のとおり委託したいので、諾否について平成  年  月  日までに回答願います。
なお、受託する場合には、応諾の回答と同時に契約を締結したいので、委託契約書２通を作成し記名押印の上、袋とじ（仕様書を添付）に割印をして、提出願います。
記
　　１．委託契約書（案）　　別紙－１のとおり
　　２．仕様書（案）　　　　別紙－２のとおり
　　３．委託料　　　　　　　金　○○○　円
　　　　　　　　　　　　　　（うち消費税及び地方消費税相当額○○円）
（別紙－１）
委　託　契　約　書（案）
　○○○○　○長　○○　○○　(以下「甲」という。)と一般社団法人 地域環境資源センター　理事長　田中　忠次　(以下「乙」という。)は、次のとおり委託契約を締結する。
（目的）
第１条　甲は、○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設の維持管理診断業務（運転診断、改築診断）（以下「業務」という。）を乙に委託し、乙はこれを受託する。
（業務の内容）
第２条　甲が、乙に委託する業務は別紙仕様書に示すとおりとする。
（協力）
第３条　甲は、乙の行う業務の実施に必要な資料及び便宜の提供等について協力するものとし、乙は誠意をもって本業務を実施する。
（履行期限）
第４条　履行期限は、平成   年   月   日とする。
（委託料）
第５条　甲が乙に支払う委託料は、金○○○○円（うち消費税及び地方消費税相当額
○○円）とする。
　　２．甲は、成果品の納入後、乙が提出する請求書に基づき委託料を支払う。　　　　
（契約の変更）
第６条　この契約に定める事項について変更の必要を生じたときは、甲、乙協議の上、契約の変更を行うものとする。
　(疑義の解決)
第７条　前条項のほか、この契約に関して疑義を生じた場合には、甲、乙協議の上、解決するものとする。
　この契約の証として本書２通を作成し、甲、乙記名押印の上、各１通を保有する。

平成 　 年 　 月 　 日

甲

所在地
○○県○○市（町村）○○町○○



名　称
○　○　○　○



代表者
○　○　長
○○　○○　印

乙

所在地
東京都港区新橋五丁目34番４号



名　称
一般社団法人　地域環境資源センター



代表者
理事長　　田　中　忠  次　　印
（別紙－２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

維持管理診断業務（運転診断）仕様書（案）
１．適用
この仕様書は、○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設の維持管理診断業務（運転診断）（以下「業務」という。）に適用する。
２．業務の概要
（１）対象施設：○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設
（２）場所：（処理施設所在地を明記）
（３）計画処理対象人口：○○人
（４）処理方式
（５）業務内容
（ア）「運転診断業務確認書」もしくは「維持管理診断業務等の申込書」による状況の把握

（イ）現地調査及び聞き取り調査
（ウ）水質分析及び処理機能の確認
（エ）対応策の提案
（オ）報告書の作成と説明
※（イ）及び（オ）については、それぞれ１回とする。
３．打合せ
乙は、業務に着手するに際して、甲と十分な打合せを行うとともに、業務の遂行に当たって、甲と連絡調整を図る。
４．提示資料
甲は業務の委託に当たり、次の資料を乙に提示する。なお、これ以外に必要となる資料については、乙は甲と協議する。
（１）「運転診断業務確認書」もしくは「維持管理診断業務等の申込書」
（２）汚水処理施設の出来高図面
（３）汚水処理施設の維持管理日報等
（４）その他関係資料
５．成果品
維持管理診断業務（運転診断）報告書  ３部
６．成果の報告
業務の成果は、原則として現地において説明の上、納入する。
７．疑義の解決
この仕様書について疑義を生じた場合には、甲、乙協議の上、解決する。

維持管理診断業務（改築診断）仕様書（案）
１．適用
この仕様書は、○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設の維持管理診断業務（改築診断）（以下「業務」という。）に適用する。
２．業務の概要
（１）対象施設：○○市（町村）○○処理区農業集落排水処理施設
（２）場所：（処理施設所在地を明記）
（３）計画処理対象人口：○○人
（４）処理方式
（５）業務内容
（ア）「改築診断業務確認書」もしくは「維持管理診断業務等の申込書」による状況の把握
（イ）現地調査及び聞き取り調査
（ウ）水質分析及び処理機能の確認
（エ）施設の改築の要否についての検討
（オ）比較検討の候補となる処理方式の提案
　　（施設の改築が必要と判断される場合）
（カ）処理機能回復への助言
　　（施設の改築が必要ないと判断される場合）
（キ）報告書の作成と説明
※（イ）及び（キ）については、それぞれ１回とする。
３．打合せ
乙は、業務に着手するに際して、甲と十分な打合せを行うとともに、業務の遂行に当たって、甲と連絡調整を図る。
４．提示資料
甲は業務の委託に当たり、次の資料を乙に提示する。なお、これ以外に必要となる資料については、乙は甲と協議する。
（１）「改築診断業務確認書」もしくは「維持管理診断業務等の申込書」
（２）汚水処理施設の出来高図面
（３）汚水処理施設の維持管理日報等
（４）その他関係資料
５．成果品
維持管理診断業務（改築診断）報告書  ３部
６．成果の報告
業務の成果は、原則として現地において説明の上、納入する。
７．疑義の解決
この仕様書について疑義を生じた場合には、甲、乙協議の上、解決する。
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